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就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 アゲイン

住　所 山梨県南アルプス市東南湖968-1

1911601118

遠藤　美知代

令和５年度電話番号 055-284-2235

連携先企業名 合同会社　ZOYLOS 担当者名

連携した結果に対する意見または評価

欠席をする事なく出勤率も高く真面目に作業に取り組んでいました。人間関係も良好。お客さん目線で作業に

取組んで下さり、見栄えにも気をつけていました。他社ではあるが一般就労に結びつきました。

今後の連携強化に向けた課題

利用者さんの特性やサポートの必要性について、企業との間で意思疎通や認識の共有が課題とはなってきます

又、個々の能力に合った適切な業務割り当てや指導方法の確立も重大な課題。

一人でも多く一般就労に結び付けれるよう、引き続き応援していく。

活動場所：山梨県中巨摩郡昭和町河西（チーズ屋DAIGO）

実施日程：　令和5年5月～現在

実施した生産活動・施設外就労の概要

店内掃除、チーズパウダー作成

キッシュ作成、チーズカット補助

連携先の企業等の意見または評価

笹本　亮

利用者：3名

地域連携活動のねらい：利用者さんの社会参加や自立を促進し、地域で生活する能力

を高める事ができる。施設外での活動は、社会との繋がりを築く機会が提供できる。

地域にとってのメリット：地域の人々との交流が深まり、地域の一員として受け入れ

られることで、地域の活性化や共生が促進される。

対象者にとってのメリット：自己実現や生活能力の向上につながる。又、肯定感や社

会的スキルを伸ばすことができる。その為、将来の就労や社会参加へ道が拓かれる。

実施した結果：利用者さんが店舗で作成した品物を、お客さんが購

入している。店内の掃除を行った。

得られた成果：地域連携活動を通じて、さまざまなスキルを身につ

けた。コミュニケーション能力、協調性が向上した。

課題点：利用者さんが活動する際には、施設のサポートや周囲の理

解が必要。又、適切なサポートや配慮を受けながら活動できる環境

づくりも必要。

様式１


